
目標６．大規模自然災害発生後であっても、生活・経済活動に必要最低限の電気、ガス、上

下水道、燃料、交通ネットワーク等を確保するとともに、これらの早期復旧を図る 

6-3） 汚水処理施設等の長期間にわたる機能停止 

（上下水道施設の耐震化等） 

〇水道は、災害時でも安定した給水を確保することが求められている重要な社会インフ

ラであることから、長期間にわたる供給停止を防ぐために、基幹管路等水道施設の老朽

化対策及び耐震化を着実に促進する必要がある。 

〇下水道施設の下水道 BCP は、策定率（簡易版）は、100％であるが、災害時における対

応訓練を重ねながら継続的に見直し、内容の充実を図る必要がある。 

〇農業集落排水施設の機能診断を速やかに実施し、これに基づく老朽化対策や耐震化を 

着実に推進する必要がある。 

〇下水道施設の老朽化対策としての長寿命化計画に基づき、施設の改築更新及び長寿命 

化対策工事を進める必要がある。 

〇地震などの災害に強いとされている浄化槽について、使用者による適切な維持管理と 

老朽化した浄化槽の更新を促すことが重要である。 

 

【重要業績指標】 

② 住宅・都市・住環境 

下水道 BCP 策定率（簡易版）100％【下水道課】（再掲） 

 

 


